
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年1月 19日発行 

広瀬中学校だより 第９号 

文責：吉田 茂延 

令和６ 年の広瀬中学校がスタートしました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

今年の冬休みは例年と比べ天気が荒れることもなく、過ごしやすかったのではないかと思います。

しかし、この正月は能登半島地震やそれに関わる航空機事故など、悲しくつらい出来事がありました。

改めて自然災害の怖さ、防災・減災の大切さなどを痛感し、これからの生活のなかでしっかりと考え

ていかなければならないものとなりました。亡くなられた方の御冥福をお祈りしますとともに、被災さ

れた皆様の一日も早い御回復と復興を祈念いたします。 

さて、1月のことを「睦月（むつき）」と呼びます。その意味・由来・語源にはいくつかの説がある

そうですが、もっとも有力な説は、睦び月（むすびつき）が「睦月」に転じたというものです。睦び

月とは、仲良くすること・仲睦まじいこと・互いに親しみ合うなどの意味を持つ「睦び合い」の宴を、

お正月に家族や親族が集まる月に行うことが由来です。家族が一家団欒のときを過ごしたり、もっと広

い意味では「仲間」「学級」「所属するグループ」が仲よくしたりすることが、時代を超えて大切であ

ることを教えてくれているように思います。 

どんな集団にも、あたたかさが大切です。「失敗してもあたたかく迎えてくれる仲間」「一緒に支え

たり考えたりしてくれる仲間」は、心の拠り所になり、「誰もが安心して学べる学校・学級」は、一人

一人の夢や目標を達成していく土台になります。 

3 学期は、1・2 年生は 51 日、３ 年生は 44 日の登校日数です。2 学期に比べると半分ちょっとの

短い学期になりますが、今年度の「まとめ」の時期であると同時に、「次のステップへの準備」として

大変重要な学期となります。一人一人の夢や目標を達成していく土台となる「誰もが安心して学べる

あたたかい学校・学級」について今一度考え、一人一人がその実現に向けしっかりと意識をして学校

生活を送ってほしいと思います。 

 新生徒会がスタートしました 

令和 6年の生徒会がスタートしました。1月 5日（金）には新執行部に話をする機会を設定しても

らいましたので、「自分たちでよい学校を創る！ 」という気概をもつ、失敗を恐れずチャレンジしてみ

る、「伝統を守る」ことと「前例踏襲」は違う、ということを伝えました。話を聴く姿勢やその後の各

部の打合せの様子などから、役員全員のやる気や強い決意のようなものを感じることができ、頼もし

く思いました。 

1 月 11日には任命式を行い、全校生徒の前で執行部全員が挨拶とあわせ決意表明を行いました。

早速に放課後専門部会を行っています。現 3 年生を中心とした執行部が作り上げてきたものを引き

継ぎながらも、さらに新しいことに失敗を恐れずチャレンジし、広中生みんなが楽しく、また安心して

過ごせる学校になるよう頑張って欲しいと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日(木) 2 年生総合的な学習の時間「生き方トーク」 

2 日(金) 米子北高校Ⅱ期入試   6 日(火) 開星高校・松江養護学校入試 ※3 年生 3時間授業 

7 日(水) 英語チャレンジテスト、新入生 1日入学 ※3 年生 4時間授業 

8 日(木) 租税教室    11 日(日) 松江高専入試    15 日(木) 3 年期末テスト(～16日) 

19 日(月) テスト前部活動休止(～27日)、教育相談(～22日)   

22 日(木) 学級生徒会・代議員会、どんぐり会  26 日(月) 1・2年期末テスト(～27日) 

 

すでに安来市公式の「X」や、「やすぎどじょっこテレビ」などで紹介いただいておりますのでご存知

の方も多いかとは思いますが、本校 3年の佐藤晴至さんが、今年度の「しまね数リンピック」中学生

の部において、個人の部 77名の参加者の中、唯一 100点満点で最優秀賞（満点メダル）を受賞しま

した。12月 19日には松江教育事務所長から表彰を受け、27日（水）には田中市長、秦教育長に報

告をさせていただいています。 

市長、教育長との対話の中で、佐藤さんが数学の勉強に関して特に意識していることとして「授業に

集中しその時間にしっかり理解するようにしている」というようなことを答えたのが印象に残っています。

我々教員も、生徒が興味をもち集中できる授業づくりに努めたいですし、生徒の皆さんにも 1時間 1時

間の授業を大切にすること（集中して取り組むこと）をあらためてしっかり意識して欲しいと思います。 

 数リンピックで快挙達成！ 

 県選抜選手に選ばれました 

12月 25日から大阪で行われた第 37回全国都道府県対抗中学バレー

ボール大会の島根県代表チームに、本校 3年生の伊藤哉汰さんと小藤詮

右さんが選ばれ出場しました。予選リーグを 1 勝 1 敗で勝ち上がり、決

勝トーナメントに進出しましたが、奈良県代表に敗れ大会を終えています。

今回の経験を生かし、高校でのさらなる活躍に期待したいと思います。 

また、第 35回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会に出場する

島根県選抜チームに、本校 2年生の荒川大空さんと足達俊介さんが選ば

れました。大会は 3 月に予定されていますので、それまで週末のほとん

どは選抜チームでの練習が続くことになります。本大会も含めたこれから

の経験を、本校ソフトテニス部にしっかりと還元して欲しいと思います。 

なお、大会出場にあたり、教育後援会より激励費をいただいております。

ありがとうございます。今後も生徒の活躍を皆様にお届けできればと思い

ます。引き続きよろしくお願いします。 


